





























までもないが、③の自然界の怪異も人間 怨念 よって引き起こされる場合もある。④は人間の霊 変質したも とも自然界の物とも考えられる。⑤も野生の動物 人に飼われている動物とでは異なり、野生の動物の場合は１または３、人間に飼われている動物の場合は２ たは３と考えられる。　
江戸期の作品には、先に類型化した５種類 登場しているが、























1842 年）に始まる。正蔵の怪談（ 「怪譚」 「化





併称される初代桃川如燕が最も有名であるが、二人とも化猫にまつわる怪談を幾つか創作している。伯 の有名な化猫の講談には「鍋島の猫」を扱った『嵯峨の夜桜』 、阿波のお松大権現にまつわる『怨霊』等がある。一方、如燕は、 『百猫伝』と言う化猫物のシリーズが有名で「猫の如燕」と言われたほどであった。この他初代一立斎文慶、邑井一、 三代目蓁々斎桃葉 初代放牛舎桃林らが怪談物の講釈を行っている。３、歌舞伎の怪談　
河竹黙阿弥が江戸後期から明治末期にかけて多くの怪談狂言を































○「好色芝紀島物語（怪談敷島譚） 」 （世話物）河竹黙阿弥 守
田座、明治２年３月…河竹黙阿弥の維新後に上演された怪談劇。 「怪談神経病説」
につながる幽霊を見る は心 疲れによるものという台詞が登場する。一方で、積極的に怪談を描こうとする姿勢が見られる。
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